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   令和７年度第２回静岡県事業評価監視委員会 会議録  

 

日  時 令和７年11月６日（木） 午後１時30分から午後２時55分 

場  所  静岡県庁別館20階第１会議室Ａ 

出席者 

職・氏名 

○委 員  

今泉 文寿（静岡大学大学院農学部生物資源学科教授） 

加藤 裕治（静岡文化芸術大学文化政策学部教授）【委員長】 

久留戸 涼子（常葉大学教育学部 教授） 

小山 真紀（岐阜大学高等研究院環境社会共生体研究センター 准教授） 

佐野 公洋（弁護士） 

鳥海 梓（東京大学生産技術研究所助教） 

松本 健作（静岡理工科大学理工学部教授） 

 (敬称略、五十音順) 

○事務局  

羽田交通基盤部理事、北堀交通基盤部理事 他 

議  題 

（１）報告事項 

・前回委員会の意見 

・県民意見募集（再評価事業）の結果と対応 

（２）審議 

対象事業に係る意見のとりまとめ 

 ・再評価対象事業（47事業）の対応方針案 

    ・事後評価対象事業（９事業）の対応方針案 

 

資  料 

・次第 

・座席表 

・資料-前回意見 

・対象事業一覧表 

・委員会スケジュール 

・資料-意見募集 

（資料１～資料８は事前配布済み） 
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議 題 （ １ ） 報 告 事 項  

前回委員会の意見 

 ・「 資 料 -前 回 意 見 」の と お り 、９ 月 12日（ 金 ）に 開 催 し た 第 １ 回 静 岡 県 事 業

評 価 監 視 委 員 会 に お け る 委 員 か ら の 意 見 内 容 を 事 務 局 か ら 紹 介 し た 。  

 

 県民意見募集（再評価事業）の結果と対応 

 ・「 資 料 -意 見 募 集 」 の と お り 、 ７ 月 16日 （ 水 ） か ら ８ 月 15日 （ 金 ） ま で の 31

日 間 に お い て 、 再 評 価 対 象 事 業 47事 業 に 対 し て 行 っ た 県 民 意 見 募 集 の 結 果

と 意 見 に 対 す る 県 の 考 え 方 に つ い て 、 事 務 局 か ら 紹 介 し た 。  

 

議 題 （ ２ ） 審 議  

 再評価対象事業（47事業）の対応方針案 

 ・ 再 評 価 事 業 47事 業 に つ い て 、 「 対 象 事 業 一 覧 表 」 の と お り 、 い ず れ も 「 継

続 」 と い う 県 の 対 応 方 針 案 が 確 認 さ れ た 。  

 

 事 後 評 価 対 象 事 業 （ ９ 事 業 ） の 対 応 方 針 案  

 ・ 再 評 価 事 業 ９ 事 業 に つ い て 、 「 対 象 事 業 一 覧 表 」 の と お り 、 い ず れ も 「 事

業 効 果 は 発 現 し て お り 、 改 善 措 置 の 必 要 は な い 」 と い う 県 の 対 応 方 針 案 が

確 認 さ れ た 。  

 

 対象事業に係る意見のとりまとめ 

 ・委員会により、令和７年度再評価及び事後評価に対する意見書（案）がとりまとめら

れ、内容の報告を行った。 
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 ＜意見書（案）の概要＞ 

 ・再評価 

（ １ ） 47事 業 に つ い て 、 い ず れ も 事 業 を 継 続 す る の が 相 当 で あ る 。  

（ ２ ） 今 後 の 事 業 執 行 に 際 し て は 、 以 下 の 諸 点 に 十 分 配 慮 し た 上 で 取 り 組

ま れ た い 。  

① No.4道 路 改 良 事 業  主 要 地 方 道 吉 田 大 東 線 に お い て は 、特 に 富 士 山 静

岡 空 港 へ の ア ク セ ス 向 上 に よ る 地 域 の 人 や モ ノ の 移 動 を 支 え る 基 盤

強 化 が 期 待 さ れ る 。一 方 で 、当 地 域 は 茶 畑 等 の 農 地 が 広 く 分 布 し て い

る こ と か ら 、地 域 に 配 慮 す る と と も に 、わ か り や す く 丁 寧 な 情 報 発 信

を す る な ど 地 域 住 民 の 理 解 促 進 を 努 め ら れ た い 。ま た 、急 勾 配 の 道 に

大 型 車 が 多 く 走 行 す る こ と が 予 想 さ れ る こ と か ら 、交 通 利 用 の 在 り 方

も 検 討 す る こ と が 望 ま し い 。  

 

② No.11河 川 改 修 事 業  二 級 河 川 巴 川 に お い て は 、 昭 和 49年 の 七 夕 豪 雨

を 契 機 に 浸 水 対 策 を 進 め て お り 、現 在 で は 同 規 模 の 降 雨 に 対 し て 、浸

水 被 害 の 大 幅 な 軽 減 が 見 ら れ る 。引 き 続 き 、地 元 等 と 調 整 し な が ら 流

域 治 水 に 取 り 組 ま れ た い 。ま た 、近 年 激 甚 化・頻 発 化 す る 豪 雨 に 対 応

で き る よ う 整 備 計 画 の 見 直 し を 含 め 、浸 水 リ ス ク を 最 大 限 に 軽 減 で き

る よ う 努 め ら れ た い 。  

 

・ 事 後 評 価  

（ １ ） ９ 事 業 に つ い て 、 い ず れ も 改 善 措 置 の 必 要 性 は 特 に 認 め ら れ な い 。  

（ ２ ） 今 後 の 事 業 の 取 組 に お い て は 、 以 下 の 点 を 参 考 に さ れ た い 。  

 

① No.4農 業 農 村 整 備 事 業  中 川 地 区 に お い て は 、農 業 基 盤 整 備 や 農 地 集

積 の 進 展 に よ り 、生 産 コ ス ト の 削 減 や 優 良 農 地 の 維 持・保 全 が 図 ら れ

て い る 。他 の 農 業 農 村 整 備 事 業 に つ い て も 、地 域 の 特 色 を 踏 ま え 、効

果 的 か つ 効 率 的 な 整 備 を 推 進 す る と と も に 、ス マ ー ト 農 業 や 環 境 負 荷

軽 減 へ の 取 組 と い っ た 営 農 の 変 化 に 応 じ た 整 備 の 検 討 に 努 め ら れ た

い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


